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令和 7 年度 蓼科ケーブルビジョン株式会社 第 1 回番組審議会 

 

番組審議委員 

 

氏名 職業 

塩澤 勝巳 公務員  (立科町教育長) 

 関  英一 会社役員（設備工事会社） 

藤田 秀信 自営業  (飲食店) 

佐藤 智恵美 会社員 

 

 

議事録 

○日時：令和 8 年 2 月 20 日（金） 15：00～16：45 

○場所：蓼科ケーブルビジョン本社 会議室 

○審議会委員 ・塩澤 勝巳 ・関 英一 ・藤田 秀信 ・佐藤 智恵美 

○事務局   ・関 俊之 ・中川 辰弥 ・大井 空 

 

開会 

 

１．社長挨拶 

２．担当者より今年度の取り組みについて 

   主な取り組みについて 

   その他の取り組みについて 

   佐久ケーブルテレビとの連携について 

３．主な番組の視聴 

４．昨年の番組審議会で出された意見とその対応について 

５．今後の取り組みについて 

６．質疑応答 

 

閉会 
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○委員からの意見 

意見 地域のメディアとして取り組んでいてくれて助かっている。 

町内に住んでいても、知っているようで知らない事も多い。そういったものを 

取り上げられるのは地域のメディアならでは。 

これからもその意識を持って頑張ってほしい。 

 

意見 子ども達の番組を撮影・放送することで、その子ども達も成長して我が子を 

見るために顧客となりえる。 

今後も子ども達の話題について手厚く取り上げてほしい。 

 

意見 引き続き蓼科の水についての番組を制作していってほしい。 

 

意見 農業用水ため池である女神湖にライブカメラが付いた意味は大きい。 

水不足の際に水位の情報が確認できる。 

そういった観点でのライブカメラ増設も検討していってほしい。 

 

意見 レギュラー番組はマンネリ化している。 

顧客でも多くを占めるであろう高齢者向けの番組の検討を。 

例えば農業に関するコツの番組など。 

農業委員・JA 職員・生産者などに出演してもらってはどうか。 

 

意見 商工会員を紹介する番組について、役員に話を持っていったり、事務局を通さず 

直接アポイントを取ってもいいのではないか。 

商工会のお便りに入れてもらっての周知という手もある。 

 

意見 新たに建設予定の公共施設などに関して、建設の様子そのものを追跡してみても

おもしろいのでは。 

 

意見 立科の新たな駐在所の運用開始に当たって、３人勤務の意義や今後の体制につい

て、しっかりと紹介してほしい。 

 

意見 同軸ケーブルサービス・専門チャンネル終了について自社 CM による告知も 

していくべきではないか。また録画機などの機器の斡旋もしていくべき。 

 

 

以上 


